
 

 

 

  今日は、この１年間、小手指中学校をどんな学校にするのか、 

大切な話をします。キーワードは一つ、「誰一人置き去りにしない」です。 

授業中、分からないけれど、なかなか聞けない。休み時間、みんなと過

ごしたいけれど、言い出せない。何気ない一言で、少し心が傷ついた。そ

んな経験はありませんか。 

いじめは特別なことではありません。日常の中の、ちょっとした言葉や態度から始まります。い

じめには４つの立場があります。やっている人、されている人、見て笑っている人、見て見ぬふり

をしている人。誰も止めなければ、いじめは続きます。つまり、何もしないことも、いじめを支え

てしまうことがあるということです。 

日本には「いじめ防止対策推進法」という法律があります。そこには、いじめは絶対に許されな

いこと、学校は見逃してはいけないことがはっきり書かれています。そして、いじめが続くと、学

校に来られなくなったり、心に大きな傷を負ったりする重大な状態になります。 

でも、本校には希望があります。学校に来ることが難しかった生徒がいました。朝、玄関で足が

止まる。教室が怖い。でも、「おはよう」「大丈夫？」「一緒にやろう」「また、明日ね」そんな仲間

の一言で、少しずつ変わりました。あたたかな友達や先生方の関わり、家族の支え、本人の頑張り。

その結果、教室で笑顔が見られるようになりました。こうした積み重ねで、小手指中では登校でき

る生徒が増えてきました。これは、皆さんの力です。 

人は、安心できる場所には来たくなります。本当は誰もが、「みんなと過ごしたい」と思っていま

す。だからこそ、誰もが安心して過ごせる学校をつくります。そのために、今日からできることを

３つ。① 気づく力 ② 止める力（とめる やめる）③ つなぐ力 この３つが、人を守ります。 

ここからは、もう一つ大切な話です。皆さんは、学校の中だけで生活しているわけではありませ

ん。地域の中で生きています。今、地域では、生徒会が軸となって、挨拶を大切にし、人とのつな

がりを広げる取組が進んでいます。そして、本校では地域ボランティアに参加している人は、２０

０人近くになりました。一方で、地域では人との関わりが減り、不安や寂しさを感じている方もい

ます。だからこそ、皆さんの力が必要です。 

今年は、命を守る防災教育にも取り組みます。まさに、今、地震や山火事が発生し、避難を余儀

なくされている方々がいます。もし、大きな災害が起きたとき、人を助ける力を持っているのは、

皆さんです。考え、話し合い、行動する。その一歩を、ぜひ踏み出してください。 

さらに、今年は、開校８０周年という本校にとって節目の年です。体育祭や合唱祭などの行事を、

皆さん自身の手でつくっていきます。その中に、８０周年の意義をとどめる取組を考えてほしいと

思います。これまでの歴史を受け継ぎ、その先の１００年へつながる学校を創るのは、皆さんです。 

最後に、今日一日でいい。挑戦してみませんか。誰かのために行動するということに。 

その一歩が、目の前の一人を変え、皆さん自身の未来を変えます。一緒に、誰一人置き去りにしな

い、命と人権を大切にする学校、そして、誇れる８０周年の一年を創っていきましょう。 

 教育目標「主体的でたくましく生きる生徒」 

合言葉「チーム小手指」とは 

情熱・授業力・社会性を持ち、生徒を 
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令和８年度 ４月全校朝会 「誰一人置き去りにしない、命と人権を大切にする学校」 

生徒会朝会の様子 



 

 

戦後、昭和22年4月1日、新学制により、所沢町立小手指中学校と

して開校しました。１年生３学級、２年生2学級、３年生１学級で生徒

数は267名だったそうです。5月１日に開校式（仮校舎 小手指小学

校内に併設）が行われました。昭和25年8月29日に新校舎落成式が

行われ、現在の地に移転しました。最も生徒数が多かったのは、昭和57

年1,354名で３１学級でした。行政、地域住民による真心の寄付と願

いにより本校はスタートできたのです。学校沿革史を読み返してみると、   

有為な人材を輩出し、地域に親しまれ、愛される学校として充実・発展 

してきたことがわかりました。次の１００年につながる一年にします。 

 

 

４月１３日（月）に生徒会本部主催で「新入生歓迎会」が行われ、生徒会組織説明、各部活紹介、学級ボール

贈呈、応援エールなど、１年生を温かく迎えようとの２，３年生の温かな思いが伝わる会となりました。各

委員会や部活動ごとに創意工夫をしてユーモアたっぷりに新入生に紹介してくれました。いよいよ中学校生

活が本格的に始まります。新たな出会いと新たな挑戦を開始していきましょう。 

５月の主な行事予定  

 

 

１日（金）学校公開① 部活動保護者会 安全点検日 

２日（土）開校記念日（創立８０周年） 

３日（日）祝日 憲法記念日 

４日（月）祝日 みどりの日 

５日（火）祝日 こどもの日 

６日（水）祝日 振替休日 

７日（木）学校公開② 二者相談②  

８日（金）学校公開③ 二者相談③ 通信陸上市予選 

１１日（月）県学力調査3年生（国・数・英） 

      防災講演会 14:30～15:30 CS会議 

１２日（火）県学力調査2年生（国・数・英） 

１３日（水）県学力調査１年生（国・数）専門委員会 

      2，3年学年朝会 

１４日（木）1学年朝会 通信陸上市予選会 二者相談④ 

１５日（金）テスト諸活動停止期間（～22） 

１９日（火）尿検査 

２０日（水）3年ステップアップ調査①（国社数理英） 

      1，2年定期テスト①  1，2年給食後下校 

２１日（木）1，2，3年定期テスト①全学年給食後下校 

２２日（金）3年定期テスト① 内科検診 3年給食後下校 

２３日（土）小手指小・上新井小運動会（ボランティア） 

２５日（月）3年全国学力調査（英語） 

２６日（火）二者相談⑥ 

２８日（水）全校朝会 

      生徒総会 

２９日（木）歯科検診 

３０日（金）校外学習 １年生川越 ２年生東京 

５月２日は開校記念日 開校８０年目を迎えました 

昭和２５年当時の玄関 

新入生歓迎会 ～生徒会委員会活動・部活動の紹介～ みんなで新たな小手中の歴史を創ろう  

※６月１日が夏服の基準
日。５月１日より夏服への
移行期間。併せて毎日必ず
水筒を持たせてください。 

令和８年度小手指中学校の主な取組の紹介（市教委より委嘱を受けているもの） 

１ いじめ・不登校未然防止プログラム研究校２年目。本校では公益社団法人子どもの発達科学研究所と連携

し、学校風土調査、生徒のメンタルヘルス、いじめDアンケート等を実施します。これらを科学的根拠に基づ

き分析し、問題が起こりにくい学校づくりに取り組み、いじめや不登校などの予防を目指します。 

２ SSR（スペシャル・サポート・ルーム）設置校２年目。南校舎２F 新たに設置しました。相談室は生徒・

保護者の相談の場として、SSRは生徒の学びの場、居場所づくりの取組として、不登校支援を強化していきま

す。SSRの利用についてご希望がある場合は、遠慮なく担任またはSSR（小川）までご連絡ください。 

３ 学習指導の充実 東京科学大学名誉教授 赤堀侃司先生に、ICT（生徒用端末）を効果的に活用した授業

づくりのための研修として、年１０回ご指導の機会をいただき、教員の授業力アップにつなげていきます。 

 

 


